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三田社会学第4号(1999)

イ ノ ベ ー シ ョ ン 普 及 研 究 の 展 開 と 課 題

青池 愼一

1.序

 い かな る時代 、いか な る社会 におい て も存在 してい る普 遍 的な コ ミュニケ ーシ ョン過程

の一 つが 、 イノベー シ ョンの普及 過程 であ る。 イノベ ーシ ョン普及研 究 にお ける イ ノベ ー

シ ョンとは、新 しい技術 、 ス タイル、 製品 、思想 、行動 様式 、制度 な どを意味 す る もの で

あ るが 、組織 や個人 に よって イノベ ーシ ョンの創 造が行 われ、 イノベ ーシ ョン創 造の源や 、

それ らの エ ージェ ン トか ら人 々や組 織 な どの潜在 的採用 者 に送 り出 され、採用 され普及 し

ていっているのであ る。

 この イ ノベ ーシ ョンの コ ミュニケ ーシ ョン過程 をよ り詳細 化す るな らば、 イ ノベ ー シ ョ

ンが本来 的 に持 つ 「新 しさ」 に由来す る不確 実性 を減 少 させ るため に必 要で ある イ ノベ ー

シ ョンにつ いての情 報 、す なわち、 イ ノベ ー シ ョンについ ての知識 情報 や評価 情報 な どの

コ ミュニケ ー シ ョン過程 と、 その結果 としての採 用単 位 レベ ルにお ける イノベー シ ョンに

関す る知 識 や態度 形成 、そ して イノベ ーシ ョン採 用 、非採 用行動 決定 、社会 シス テ ム レベ

ル におけ る イノベ ー シ ョンに関す る知識 、態度 形成 の普及 や イノベ ー シ ョンの普 及が もた

らされ るコ ミュニケー シ ョンの影響 ・効 果過程 とい うこ とであ る。

 イノベ ーシ ョン普及 の大部 分の パ ター ンは、人 々の生活 や社会 に習 慣 、慣 習 と して定 着

してい た旧来 か らの製 品 、技 術 、ス タ イル 、思 想 、行動様 式 な どが 、新 し く創造 され、送

り出 され た イノベ ーシ ョンによって代替 されてい くパ ター ンであ るが、 イ ノベ ー シ ョンの

普 及 によ って 、社 会 変動 や文化 変動が もた らされ るの であ る。い う まで もない こ とであ る

が 、創造 され 、送 り出 された イ ノベ ー シ ョンのすべ て が普及 して い くわけで はない 。む し

ろ、 イノベー シ ョンの多 くは普及 に失敗 して いるのであ る。

 イノベ ー シ ョン普 及研 究 は、 この ようなイ ノベ ー シ ョン普 及過程 を分析 し、 イノベー シ

ョン普 及過程 の諸要 因 、 メカニズ ム、そ してそ の コ ミュ ニケー シ ョン過 程 を明 らかに しよ

うとす る もので ある。

2.イ ノベ ー ション普及研 究の展開 とマス ・コミュニケー ション研 究

 イノベ ー シ ョン普 及研 究の源 は 、Rogers(1983,1995)が 述べ てい る よ うに タル ドに 、そ

して またジ ンメル に求め る こ とがで きようが 、学 問的研 究系譜 に関 して言 うな らば、Katz

and Others(1963)に よって 以下 の よ うに示 され てい る。す なわち、 今世紀 へ の変 わ り目の
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時期 に、 イ ノベ ー シ ョン普及 の重要性 に気 づ き、普及研 究 に取 り組 んでい たの は、 アメ リ

カの 人類 学者 で ある。彼 らは、 ヨーロ ッパ の伝播 論者 とは対 照 的に 、大 理論 を回避 し、特

定 の イ ノベ ー シ ョンに焦 点 をおい て研 究 を行 ってい た ようであ る。 そ して 、 これ ら人類学

者 達 に影響 され 、1920年 代 、30年 代 に社 会 学者 達が 普 及研 究 に関心 を持 ち始 め 、い く

つかの イ ノベ ー シ ョンに関す る普及研 究が 展 開 され てい ったの であ る。 しか し、 その理 由

は と もか くと して も、 これ ら二つ の研 究領域 におけ る普及研 究 は、1940年 頃停止 して し

まったのであ る。

 しか し、や がて コ ミュニケ ーシ ョン研 究 を行 ってい る社 会 学者 に よって、普 及研 究の復

活が行 われ たの であ る。 マ ス ・メデ ィアが 当初 イ メージ されてい た よ うな直接 的 、短期的

に人 々に影響 を与 え るこ とが で きない こ とが明 らか にな り、マ ス ・メデ ィア効 果研 究 にお

いて 、社 会過 程 まで範 囲 を拡 げて考慮 に入 れ る ようにな ったので あ る。 まさに、普 及過程

に対す る関心の復活 であ る。

 普及研 究 に関心 を持 った コ ミュニケー シ ョン研究 の社 会学 者達 は、 隣接諸 分野 におい て、

普及研 究が行 われ てい るこ とに気 がつ き驚 くのであ る。特 に、過去20年 にわ たって、 イ

ノベ ー シ ョン普及研 究 の蓄積 を行 って きてい るア メ リカ農村社 会学 の存 在の 発見 であ る。

この マス ・コ ミュニ ケー シ ョン研 究者 達 に よる農村社 会学 にお ける イノベ ーシ ョン普及研

究の発 見 は、そ の後 の コ ミュニケ ーシ ョン研 究 やマ ス ・コ ミュニケ ーシ ョン研 究 の発展 、

そ して、普 及研 究 に とって重要 なこの両者 の収敷 を もた らして くるの であ る。 この収敏過

程 は 、基 本 的に は、マ ス ・コ ミュニケ ーシ ョン研 究 か ら農村社 会学 にお け る普 及研 究へ の

合 流 とい う性 格 を持 っ て い る とい っ て よ い で あ ろ うが 、 こ の 収 敏 過 程 に つ い て

Katz(1960)が 詳細 に論 じている。

 その要点 は、以下 の ように まとめ られるであろ う。

1)マ ス ・コ ミュ ニケ ーシ ョン研 究 も農村社 会学 におけ る普及 研 究 も共 にキ ャ ンペ ー ン研

 究 であ り、 まさに研 究関心 を共有 して い る。 しか し、両 者 は、 これ まで互 いの存在 や

 重要性 に気が ついてい なか った.

2)マ ス ・コ ミュ ニケ ーシ ョン研 究者 が当初 、描 い てい た社 会 につ いて の イメ ージ は、原

 子化 された個 人 か ら成 る もの であ った 。 しか し、 マス ・メデ ィア は、そ れ程 強力 な も

 の で はない こ とに気 がつ き、 変容や 効果 を もた らす要 因の探 求活 動 を通 して 、マ ス ・

 コミュニケーシ ョン過 程 にお ける対人 関係 の重要性 を認識す る ようにな った.

3)マ ス ・コ ミュ ニケ ーシ ョン研 究 が受 け手 イメー ジ を変 更 し、対 人関係 をマ ス ・コ ミュ

 ニ ケー シ ョン過程 にお い て考慮 す る にあた って 、マ ス ・コ ミュニケ ー シ ョン研 究 は、

 三つ の方 向へ 進展 してい った が、 その一 つ の研 究戦略 が 、農村 社 会学 に おけ る イノベ

 ー シ ョン普及研 究 に研 究上 の手 引 きを求 め る こ とで あ った。 す で に多 年 に わた って、

 農村社 会学 者 は、新 しい農 業技 術や 製 品の受 容 を もた らす コ ミュニ ケー シ ョン ・キ ャ

 ンペー ンの効果研究 を行 って きたが 、 この研究 に研 究上 の手引 きを求め る ことで ある。
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 しか し、マ ス ・コ ミュニケ ー シ ョン研 究 者が 、農村 社 会学 におけ る普 及研 究 を発見 し

 たの は、マ ス ・コ ミュニケ ー シ ョン過 程 にお け る対 人関係 の重 要性 に気 づ い てか らで

 あった。

4)マ ス ・コ ミュニ ケー シ ョン研 究者 が 、農村 社会 学者 の普 及研 究 に、研 究上 の手 引 きを

 求め たの は、 農村社 会学 者 の普 及研 究 は、 マス ・コ ミュニ ケー シ ョン研 究 者 の よ うな

 人 々が互 い に結 びつ いてい な い とい う仮 定 を持 たず 、対 人 関係 の重要性 を認 めて い た

 か らであ る。 そ して 、そ れ は農 村社 会学 者が 、 彼 らの研 究 フィー ル ドで あ る地域 を、

 都市 と対 比 的 に捉 えてい た こ とや 、農村 社会 学 者が 個 人心理 学 に依拠 す る こ とが 多か

 ったマ ス ・コ ミュニ ケ ーシ ョン研 究者 に比べ て 、社 会学 的伝 統 をバ ック グラ ウ ン ドと

 して持 っていた ことに由来す る。

5)こ の収敷 によって、両 者の研 究 デザ イ ンが互 い に影響 を与 えた。

6)こ の 収敷 は、 共通 の 発 見 の存 在 を明 らか に し、 理 論 を強 化 した 。例 えば 、パ ー ソナ

 ル ・イ ンフルエ ンスの重要性 の確認 がその一つで ある。

 この ように、マス ・コ ミュニケー シ ョン過程 におけ る対人 関係 の重要性 を認識 しは じめ、

限定 効果 モデ ルの時代 をむか えたマス ・コ ミュニ ケ ーシ ョン研 究 は、農村社 会学 におけ る

普 及研 究に研 究戦略上 の手引 きを求めて いったのであ る。 い うまで もない こ とであ ろうが、

Ryan and Gross(1943>以 来の ア メ リカ農村社 会学 にお け るイ ノベ ー シ ョン普及研 究 は、今

日に至 るまで種 々の研 究 系譜 の中 にあ って最 も主 要 な研 究系 譜で あ り、普及研 究 を導 くパ

ラダイムを提供 して きてい るので ある。

3.三 田における普及研究の展開

 慶 懸義塾 大学 にお け るイノベ ー シ ョン普及研 究 は、宇野 善康 名誉教授 に よって創 始 され

た とい って よいで あろ う。 そ して、 その後の 慶..義 塾大学 にお け る普及研 究 を宇 野善康 名

誉教授 は導いて きたの である。

 宇 野 善康 名誉 教授 は、1960年 代 にア メ リカ農村 社会 学 にお け るイ ノベ ー シ ョン普 及研

究のパ ラダイム を紹 介 、導 入す る と共 に、 日本 の農村 をフ ィー ル ドと して、農業 イノベ ー

シ ョンの普及研究 を展 開 してい ったので ある。

 1960年 代 にお け る慶 慮義 塾大 学 におけ る ア メリカ農村社 会学 の普 及研 究のパ ラ ダイム

の導 入 とそれ に基 づい て展 開 して いっ た 日本農村 におけ る普 及研 究 には、二 つの背景 が あ

った ように思 われる。

 その第一 は、 その 当時、有 賀喜左 衛 門教授 を中心 と して 、長野 県南 真志野 で行 われて い

た慶慮義塾 大学 の村 落研 究 プロジ ェク トのサ ブテ ーマの 一つ として設 定 された農村 の変動

過 程分析 の方 法論 として の イノベー シ ョン普 及研 究パ ラ ダイムであ る。宇 野名誉 教授が こ

のプ ロジェク トの一一員 として、そのサ ブテーマを担 当 してい たので ある。
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 第二 は、マ ス ・コ ミュニケー シ ョン研 究 と農村社 会学 にお け るイノベ ー シ ョン普及研 究

の収敷 と しての側面 で ある。 当時か ら、 コ ミュニ ケー シ ョン研 究、 マス ・コ ミュニ ケー シ

ョン研究 の研 究者 と して活 躍 していた宇 野名誉 教授 に とって も、ア メ リカ農 村社 会学 にお

け るイ ノベ ー シ ョン普及研 究 は、マス ・コ ミュニ ケー シ ョン過程 に おけ る対 人関係 や対 人

的影響 の重要性 の 発見や 、それ らを変 数 と して分析 に導 入す る とい う側 面 にお ける限定効

果モ デルの 時代 をむか えたマ ス ・コ ミュニ ケー シ ョン研 究 の発展 に とって必要 かつ 有効 な

パ ラダイムであ ったの であろ う。

 宇 野 名誉教授 は、 農村社会 にお け るイ ノベ ー シ ョン普及研 究 を さらに推進 してい くと共

に、1970年 代後 半 か ら、 イ ノベ ー シ ョン普 及研 究 に、独 自の視 点 、概念 を導 入 し、理論

化 を行 って きてい る。 それが異文 化間屈折 理論 であ る。 国際的 に も注 目され、評価 され て

い る もので あ る。す で に述 べ た ように慶 庶義塾 大学 にお け る普及研 究 は、宇 野名誉 教授 に

よって創 始 され、今 日に まで至 ってい るが、 か って学 生 として宇 野名誉 教授 の指導 を受 け

た青池(慶 懸 義塾大 学)は 、宇野 名誉 教授 の も とで、1960年 代 、1970年 代 に 日本農 村 にお

け る農業 イノベー シ ョンの普及過 程研 究 に従事 して きた。 その後 さ らに、 コ ミュニケ ーシ

ョン ・ネ ッ トワー ク分析 、オ ピニオ ン ・リー ダーの 多形性 の検討 をは じめ とす るオ ピニ オ

ン ・リー ダー研 究 、 イノベ ー ターや イノベ イテ ィブネス の普 遍性 、一貫性 の研 究 、情報 の

普 及過程 分析 な どの諸 研究 を展 開 して きてい る。説得 的 コ ミュニケ ーシ ョン研 究者 であ る

榊(慶 磨 義塾 大学)は 、異文 化 間のあ らか じめ屈 折概 念 をめ ぐる研 究 を展 開 して い る。宇 野

名誉教授 と青池 に指導 を受 け た岬(慶 慮義塾 大学)は 、普 及理論 の 通文化 的適 用可 能性 、普

及理 論の文化的制約性の問題 を検討 している。

 また青 池 の指導 を受 け た鈴 木(東 京工 科大 学)は 、 イノベ ーシ ョンの採 用 ない し購 買意 思

決定過程 と情報 処理過 程 、 リス ク知 覚 と情 報探索研 究 やマ ーケ ッ トメーブ ン概念 を導 入 し

つつ、消 費者 間の コ ミュニケー シ ョンを分 析 してい る。 同 じ く青池 の指導 を受 けた李 光鏑

(東京 工科 大学)、 李津 蛾(東 京女子 大学)は 、 それ ぞれ 、マ ス ・コ ミュニ ケー シ ョン研 究 、

広 告研究 の視 点か らイノベ ー シ ョン普及研 究 と関連す る研 究 を行 って いる。 さらに青 池の

指 導の もとにあ った金官圭(延 世大学)は 、 オ ピニ オ ン ・リーダー分析 をcomputer mediated

communicationの 視 点か ら行 ってい る。

4.イ ノベー ション普及研究の課題

 イノベ ー シ ョン普及研 究 は、 アメ リカ農村 社会 学 におけ る普及研 究のパ ラダイム を、そ

の中心的 なパ ラ ダイム と して、今 日まで研 究 を蓄積 し、普及 過程 を明 らか に して きてい る

が 、今後 さ らに展 開 され るべ き課題 や論点 も残 され てい るの であ る。そ れ らの うちのい く

つ かを示す な らば、以下の論点 をあげるこ とがで きよう。

 第 一は 、 イノベ ー シ ョン普 及研 究 は、従 来か ら、 イノベ ーシ ョン普 及過 程の基底 にあ る

要素 と して対 人関係や 対 人的影響 を強調 して きたが、 それ はい ささか過度 の強調 で はない
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か とい う問題で ある。

 農村社 会学 にお ける イ ノベ ー シ ョン普及研 究 は、多年 にわ たって イノベ ーシ ョン決定過

程 にお け る態 度段 階や 決定段 階 にお いて 、マ ス ・メデ ィア よ りも、 イ ンターパー ソナ ル ・

コ ミュニケ ー シ ョンや対 人的 影響 が重 要 であ る とい う発見 を積 み重 ね て きてい る。その 意

味 にお いて 、普及研 究 ない し、対 人関係 や対人 的影響 を基 本的要素 として位 置付 けてい る

普 及研 究モ デル は、マ ス ・コ ミュニケ ーシ ョンの限定 効果 モ デル と しての性格 を持 つ もの

であ る。 マ ス ・コ ミュニケ ーシ ョン研 究 が対人 関係 や対 人的影響 のマ ス ・コミュニケ ーシ

ョン過程 におけ る重 要性 を認 識 し、限定効 果 モデ ル と しての性格 を持 っ た時 、 アメ リカ農

村社会学 におけ る普及研 究 と収敏 してい った一 つの 理 由は、両者 の 間にあ る種 の 同形性 が

存 在す るようになったか らと も言 え よう。

 この こ とは と もか くと して 、農村社 会学 におけ る普及研 究 は、すで に述べ た よ うに対 人

的影響 の重 要性 を示す 知見 を積 み重 ね て きたのであ るが 、そ の ことに よって、 イ ノベ ー シ

ョン決定過 程の態 度段 階や 決定段 階 におい て、一般 的 にマス ・メデ ィア よ りイ ンターパ ー

ソナル ・コ ミュニケ ー シ ョンや対 人的影響 が重 要 であ る とい う認識 が もた らされて い るの

で ある。 しか し、 この 命題 は一般 理論 で はないの であ る。種 々の イ ノベ ー シ ョンをめ ぐっ

て研 究 を行 って きて い る とは言 え、基 本的 には、農 業生 産財 イ ノベ ー シ ョンに関す る発見

で ある。 全て の イノベ ー シ ョンにおい て対 人的影響 の存 在 を発見 してい るわ けで はないの

で ある。

 農業 生産財 イノベ ーシ ョンは、Newnessが 高 く、 イノベ ー シ ョン決定 の ため に多 くの情

報 を必要 と し、 また結 果 の重大性 が大 きい もの であ り、 ま さに リス クが 大 きい イノベー シ

ョンなの であ る。対 人的 影響 の 重要性 を確認 して きて い るマーケ テ ィ ング分野 にお け るイ

ノベー シ ョン普及研 究が扱 って い る耐 久消 費財 イ ノベ ー シ ョンをは じめ とす るイ ノベー シ

ョンも基 本的 に同様 な性 質 を持 って い る もの なのであ る。 この よ うな タイ プの イ ノベー シ

ョンの イノベ ー シ ョン決 定 も しくは採 用過程 は、Gatignon and Robertson(1985)に よれ ば、

hierarchy of effects modelに したが って行 われ てい くであ ろ うもの であ り、それ は対 人的

影響 の重 要性 をもた らす ので ある。 リスクが低 く、 イ ノベ ー シ ョン決定 過程 の進 行 にそれ

程 情報 を必要 と してい ない イ ノベー シ ョンの場合 は 、他の可 能性 を持つ ので ある。 その意

味 にお いて 、上記 の命題 は、部 分理論 と しての性格 を持つ もの なので ある。全 ての イノベ

ー シ ョンを包括 し、そ して分析 に とって適 切 なイ ノベ ー シ ョンの タイプ分 け分類 に基 づ く

研 究 の展 開が 十 分 に行 わ れ る必 要 が あ る の で あ る。 この 点 に関 し、探 索 的検 討 を青 池

(1983、1990)が 行 っているが、 きわめて端緒 的な ものであ る。

 第二 は、 イ ノベ ー シ ョン決定 過程分析 の精 緻化 の必要性 であ る。 イノベ ーシ ョン普 及研

究 にお け る イノベ ー シ ョン決定 過程分 析 は、基本 的 にア メ リカの 農村社 会学 にお ける普及

研 究 の分析枠 組 に依拠 して いるが 、それ は、 イノベ ー シ ョン決定過 程 を構 成す る諸段 階 と

コ ミュニ ケー シ ョン源 との 関連性分析 に とど ま り、情 報の処 理 ・加 工過 程 と しての イ ノベ

62



特 集II:三 田 に お け るマ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョン研 究 の系 譜 と展 開

一シ ョン決定 過程分析 で は ないので あ る。情 報 の処 理 ・加工 過程 と して イノベ ー シ ョン決

定 過程 を分析 す る分析 枠組 を構築 してい くことが必 要 であ る。 この点 に関 し、消 費 者の購

買意思 決定分析の成果や消 費者 の情 報探索行動分析 の成果が貢献 して くれ るであ ろ う。

 第 三 は、対 人的影響 過程分 析 の詳細化 で あ る。 あ るタ イプの イノベ ーシ ョンの採 用 ・非

採 用行動 意思 決定や普 及 におい て、対 人的影響 が きわめて重 要 な役 割 を果 た して いる こ と

はい う まで もない こ とで あ るが 、 この対 人 的影響 や オ ピニ オ ン ・リー ダー に関す る分 析 は

必ず しも十分 に展開 されてはいないのであ る。

 オ ピニ オ ン ・リー ダー か らフ ォロ ワーへ の影 響 の授 受 は、Rogers with Svenning(1969)

に したが うな らば、二つ の仕 方で行 わ れ るの であ る。す なわちopinion givingとopinion

seekingで あ る。 イ ノベ ー シ ョン意 思決 定 を行 って いる 人が 、 オ ピニ オ ン ・リー ダーに助

言 を求 め、 その結 果 と して影響 を受 け る とい うopinion seekingに つ いて は、消 費者 行動

研 究 にお け る情 報探索 行動研 究 の成果 によってあ る程 度、分析 が進 んで い るが 、 もう一つ

のパ ター ンであ るopinion givingに つい ては、不充分 さを持 ってい る。 opinion giving、 す

なわち、オ ピニ オ ン ・リー ダーや影響者が コ ミュニケ ーシ ョン上 の イニ シアテ ィブ を持 ち、

人々 に助 言や イノベ ー シ ョン評価 情報 を送 り、結果 と して影響 が与 え られ るとい うパ ター

ンにつ いて は、未解 明の 部分が 多いの であ る。何故 、 イ ノベ ー シ ョンについて の助言 や評

価情 報 を発信 して い くの であ ろ うかの 分析 は、 イノベ ー シ ョン普及研 究 におい て は、十 分

には行 われてい ない のである。

 また、 影響過 程 にお い て流 れ てい くメ ッセー ジの内容 と影響 の大 きさについ ての分析 が

十 分 に行 わ れてい ないの であ る。す なわ ち、 イノベ ーシ ョンについ て好 意的内容 の メ ッセ

ージ と非 好意 的内容 の メ ッセ ージ とで は、対 人的影 響過 程 におい て どう異 なって くるのか

とい う問題の 分析 も不 充分 で ある。 この時 、人 々の リス ク知覚 、 リス ク処 理のパ ター ン と

関連付 けて分析 され る と、 イ ノベ イテ ィブネス に基 づ く採用者 カテ ゴ リーの構造 の解 明 に

も寄与 してい くであろ う。

 第四 は、 イ ノベ ー シ ョン普及過 程 とコ ミュニ ケー シ ョン ・ネ ッ トワー ク分析 の さ らなる

進 展で あ る。 コ ミュニ ケー シ ョン ・ネ ッ トワーク分 析 か らの イ ノベ ー シ ョン普及 研究 の歴

史はか な り古 い もので あるが 、最近 の ネ ッ トワー ク分析 の方 法論的 能力 の高 ま りを背 景 に

して、 コ ミュニ ケー シ ョン ・ネ ッ トワー クの視 点 か らの イノベー シ ョン普 及研究 の よ り高

度 な進 展 が要 請 され るで あ ろ う。 また、 これ と関連 して、Rogers and Kincaid(1981)に よ

って示 され てい る収敏型 コ ミュニ ケー シ ョン概 念 と、か ってArndt(1968)に よって示 され

なが ら必ず しも十分 に活用 され なか ったopinion sharing概 念 の導 入 が貢献 して くれ るで

あろ う。

 第五 に、マ ス ・コ ミュニケー シ ョン研 究 にお ける強力効 果 モデ ルへ の 回帰 とイノベ ー シ

ョン普 及研 究の関連性 の検討 も興 味深い課題 となるであ ろうとい うこ とである。
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